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はじめに
　このたび、平成 26 年 3月に改訂した木更津市基本構想に掲げる将来

都市像「魅力あふれる　創造都市　きさらづ　～東京湾岸の人とまちを

結ぶ　躍動するまち～」の実現に向けて、今後４年間の市政運営の道標

となる「きさらづ未来 活力創造プラン」を策定いたしました。

　今日の地方自治体を取り巻く社会情勢は、地方分権の進展や少子

高齢化の進行に伴う人口減少、地域経済の縮小など、大きく変化して

おり、国においては、人口減少の克服と地方創生に向けて、まち・ひと・

しごとの創生と好循環の確立をめざし、国と地方が一体となった取り

組みを加速させております。

　本市においては、東京湾アクアラインや首都圏中央連絡自動車道等の

整備進展に伴い、定住・交流の人口増加や企業立地の進展、大型集客

施設の集積等により、新たなにぎわいが創出されるなど、まちの活力が

向上しつつあり、こうした流れをしっかりと受けて、まちづくりの推進力に

していくことが重要です。

　一方、将来における人口減少を見据えると、これからのまちづくりは

行政主体ではなく、ふるさと木更津への想いを共有する市民をはじめ、

各種団体、企業など地域社会を構成する多様な主体が力を合わせ、実現

されるものと考えております。

　本市の将来は、市民が主役のまちづくりを基本に、持続可能な行財政運営

の土台づくりをしっかりと進める中で、木更津の未来を担う人づくり、市民の

安心安全な暮らしを守るまちづくりを進め、にぎわいと活力が循環するまち

を創造していくため、４つの重点テーマを掲げ、施策横断的、重点的に取り

組みを進めていくこととしました。

　今後は、本プランに基づき、一歩一歩着実にまちづくりを進め、「未来

に向けて活力を創造する都市・木更津」の実現を図ってまいります。そし

て、「木更津自立都市圏」をめざし、市民の皆様とともに、スクラムを

組んで市政運営を進めてまいりますので、さらなるご理解とご協力を

お願い申し上げます。

　平成 27年 3月

木更津市長　渡辺芳邦



基本構想・基本計画

まちづくりの目標

基本構想・基本計画の位置づけ

目標年次

将来都市像
魅力あふれる 創造都市 きさらづ
～東京湾岸の人とまちを結ぶ 躍動するまち～

西暦2030年

将来人口
西暦2030年の人口を140,000人と見込みます。

基本理念
（1） 「人」が中心のまちづくりをめざします
（2） 多様な主体を「結ぶ」まちづくりをめざします
（3） 新たな魅力等を「創造」するまちづくりをめざします
（4） 未来へ「躍動」するまちづくりをめざします

　木更津市総合計画は、本市のまちづくりを総合的かつ計画的に推進していくための指針となるものであり、

基本構想、基本計画、実施計画の 3 階層で構成します。

本プラン（基本計画）は、新たなまちづくりの展開に

向けて、次の3つの方向性をめざします。

　①将来都市像及び市長マニフェストの実現に
　　向けた4か年の道標となる計画
　②優先すべき施策等を明らかにする計画
　③市民総出のまちづくりの方向性を
　　明らかにする計画

のまち くりを総合的か 計画的に推進して くための指針となるものであり、

の 3 階層で構成します。

なまちづくりの展開に

ざします。

ニフェストの実現に
る計画
らかにする計画
方向性を

基本構想

目標年次　西暦 2030年
　　　　 （平成 42年）

将来都市像
魅力あふれる 創造都市 きさらづ

～東京湾岸の人とまちを結ぶ 躍動するまち～

基本理念　人・結ぶ・創造・躍動
将来人口　14万人と見込む  　　　　

実施計画

きさらづ未来　活力創造プラン（基本計画）
平成 27年度～ 30年度

単年度
●基本計画に位置づけた事業のうち、予算編成と連動させた事業計画（単年度）

●総論：策定趣旨、位置づけ、人口見込み、めざすべき方向性・ねらい、
　　　　木更津力を発揮する重点テーマ、施策体系、計画事業費、進行管理
●各論：基本政策別施策体系（目標、現状と課題、施策の方向性、主な取組）



基本計画　〈重点テーマ〉

木更津力を発揮する 4 つの重点テーマ

木更津っ子を育むまち1
　本市で生まれ育つ子どもたちが、健やかな成長と安心して学びの機会を得るとともに、様 な々経験や交流

を通じて「ふるさと木更津」への誇りや愛着が育まれるよう、充実した、また特長ある教育環境を活かし、

家庭や地域、学校、行政等が力を合わせて、“木更津っ子”を育みます。

　また、子育てにかかる切れ目ない支援を充実させることで、子育てのまちとして魅力を高めます。

　そして、今ある自然や環境を、未来の子どもたちに引き継げるよう、環境に配慮した取り組みを進めます。

子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境をつくるために、小中学校等の耐震化完了に向け

取り組みます。

子育て支援の充実を図るため、子育てにかかる経済的負担の軽減やニーズに対応した保育環境

の整備、子どもたちの放課後の居場所づくりを推進します。

子どもたちが能力を発揮できる環境をつくるために、地域社会と連携した学習の支援や多様な

学びの機会を提供します。

身近な自然の保護や地球規模の環境問題に対処するために、再生可能エネルギーの導入推進

や省エネルギー対策等に取り組みます。
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安心安全な暮らしを守るまち
　近年、大規模災害発生のリスクが高まる中、災害に強い都市基盤や防災体制を整備し、いざという時の

“安心安全”を確保します。

　また、魅力ある住環境を整備するとともに、都市基盤の老朽化対応や地域内での助け合いの促進など

により、“安心安全”な暮らしを提供します。

災害に強い都市基盤や防災体制をつくるために、防災行政無線のデジタル化による正確な防災・

災害情報の伝達や仮庁舎移転による防災拠点機能の強化、消防本部庁舎の整備による消防・

救急体制の強化を図ります。

安心して暮らせる都市基盤を整備するために、老朽化したインフラの更新や長寿命化に取り

組みます。

木更津で暮らすことへの魅力を高めるために、良質な住環境を計画的に整備します。

高齢者や障害者が地域社会の中で自立した生活を営むために、

健康寿命の延伸や各種自立支援の拡充を図ります。
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基本計画　〈重点テーマ〉

■新たなまちづくりの展開に向け、選択と集中のもと量から質への転換に基づき、今後 4 か年のまちづくりにおいて、
　特に重点的に取り組むべき「木更津力を発揮する4 つの重点テーマ」を位置づけます。
■木更津力とは、木更津の持つ潜在能力と発展する力、そしてまちづくりの推進力となるものです。この 4 つの重点
　テーマについては、施策横断的に重点的に取り組むことにより、それぞれの施策の実効性や相乗効果を生み出し、
　もって本プランの推進力を高め、基本構想に掲げる将来都市像の実現をめざします。

にぎわいが循環するまち

市民と創る持続可能なまち
　市民が主役となり、地域住民をはじめ、団体・企業・行政等との協働により、地域の課題を自ら解決

することができる自立したまちづくりに向け、市民活動に対する積極的な支援や地域自治の強化など、環境

づくりに取り組みます。

　また、市民との協働を進める前提として、将来を見据えた持続可能な行財政運営の確立を図るため、

基本計画の着実な実現とともに、民間活力の導入を含めた行政改革等を推進します。

多様な主体が参画した協働のまちづくりや地域自治の強化に向け、市民活動に対する支援や地域力を

高めるための拠点づくりに取り組みます。

「木更津市中期財政計画」との連動による基本計画の進行管理に取り組みます。

「第 5次行政改革大綱」に基づく行政改革の推進や土地開発公社の経営健全化に取り組みます。

公共施設マネジメントの構築や本庁舎の耐震性能不足による仮庁舎移転など、公共施設等の総合的な

管理に取り組みます。

市民がより効率的に市民サービスを受けられるよう、マイナンバー制度（番号制度）の

円滑な運用や高度情報化の推進、効果的な情報発信に取り組みます。
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　本市が強みとする広域交通ネットワークや大型集客施設の集積、木更津発展のシンボルであるみなとを

はじめとした地域資源等を活かしたまちづくりを進めます。

　また、ＩＣＴ等の活用により、積極的に情報発信していくことで、本市の魅力を高め、交流人口の増加に

よる“にぎわい”を創出し、地域に循環させます。

　さらにかずさアカデミアパークや金田地区等を中心とした企業誘致の推進や農林水産業をはじめとした

地元産業の育成など、地域資源を活かした産業振興を図るとともに、新たに産業支援の拠点づくりに取り

組み、雇用の場を拡大させることにより、まちの活力を高めます。
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市内外から多様な交流を生み出すために、みなとを活かした拠点づくりを推進するとともに、金田総合高

速バスターミナルや木更津東インターチェンジ周辺における道の駅等交流拠点を整備します。また、ＩＣＴ

などの活用など様々な媒体を活用した、積極的な情報発信に取り組みます。

雇用の場の拡大によって地域の活力を高めるため、木更津商工会議所等と連携して、創業

や経営に関する課題解決等、様 な々分野の産業の支援を行う拠点整備に取り組みます。

本市の地域資源を活かした農林水産業の振興を図るため、付加価値の高い農産物の

ブランド化の促進やグリーン・ブルーツーリズムへの支援を図ります。
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基本計画　〈分野別政策〉

基本方向別施策事業

安心・安全でいきいきとした暮らしづくり基本方向 01

主な基本計画事業等
□（仮称）休日救急センター整備事業　 □特定健康診査・特定保健指導事業

□通所型介護予防事業 □市民後見人養成講座事業　

■防災行政無線デジタル化整備事業 ■消防本部庁舎整備事業

■40ｍ級はしご付消防自動車購入事業　□ＬＥＤ防犯灯整備事業

□消費生活センター事業

主な基本計画事業等
□認可外保育施設利用者助成事業 □子ども医療費助成事業　

□特別保育事業　■小中学校耐震対策事業　■中郷小中学校施設整備事業

□読書相談員配置事業　□スクール・サポート・ティーチャー配置事業

□外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業 □算数・数学検定事業

□幼児言語教室運営事業 □放課後子ども総合プラン事業

主な基本計画事業等
■社会教育施設耐震対策事業　　　□サタデースクール事業

□生涯学習市民公開講座事業　　　■江川総合運動場拡張整備事業

■体育施設耐震対策事業　　　　　■全国大会等出場奨励金事業

□博物館特別展事業　　　　　　　□木更津市史編集事業

□金鈴塚古墳共同研究事業

基本政策
1　保健・医療の充実
2　社会福祉の充実
3　防災・消防体制の充実
4　生活安全の充実

子どもを育む環境づくり基本方向 02

基本政策
1　子育て支援の充実
2　学校教育の充実
3　青少年の健全育成

まちを支える人づくり基本方向 03

基本政策
1　社会教育の推進
2　スポーツ・
  　レクリエーションの振興
3　市民文化の充実
４　人権擁護・
  　男女共同参画の推進

■は基本計画事業　□は主な事業



基本計画　〈分野別政策〉

まちのにぎわい・活力づくり基本方向 04

基本政策
1　企業誘致の推進
2　産業の振興
3　観光の振興
4　広域交流・
  　国際交流の推進

まちの快適・うるおい空間づくり基本方向 05

基本政策
1　土地利用の適正化
2　都市環境の充実
3　交通環境の充実
4　生活環境の充実
5　自然環境の保護・
  　環境の保全

構想の実現に向けて

基本政策
１　市民参加の推進・
  　情報発信力の強化
２　協働の推進
３　質の高い行財政運営
  　の推進
４　広域行政の推進
５　ＩＣＴ活用の推進

主な基本計画事業等
□企業誘致奨励金　　　　　　　■東京湾漁業総合対策事業

■（仮称）木更津市産業・創業支援センター事業　　□映像支援事業

□週末木更津計画推進事業　　　□みなとまち木更津推進協議会運営事業

■金田総合高速バスターミナル整備事業　　■道の駅等交流拠点整備事業

□国際施策推進事業

主な基本計画事業等
■金田西特定土地区画整理事業負担金　　　■公園整備事業

■吾妻公園改修事業　□景観まちづくり推進事業　■中野畑沢線整備事業

■草敷潮見線整備事業　　　　　　　　　　■道路ストック総点検事業

□君津地域水道事業広域統合化に関する事業　 ■環境基本計画改定事業

主な基本計画事業等
□ホームページ活性化事業　■（仮称）市民活動支援センター整備事業

□市民協働のまちづくり活動支援事業　

■（仮称）金田地域交流センター整備事業

■庁舎整備事業

■土地開発公社経営健全化計画に伴う土地購入費

■番号制度導入事業

■公共施設等総合管理計画策定事業　

■健康管理タブレット端末事業
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